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――陰惨な立川文庫――
柴田錬三郎「刃士丹後」論
牧野
悠
一
はじめに
平成二十年は、近年になく柴田錬三郎（以下、柴錬）が、商業コン
テンツとして注目された年であった
「徳川太平記
（
週刊文春』昭 。
」『
（１）
和三九年三月十六日～翌年十月十一日）を原作とする「徳川風雲録八代将軍吉宗」が、テレビ東京の新春特番として、一月二日に放映され、そのスピ オフ作品として、松平健を主演に制 された 主水之助七番勝負
徳川風雲録外伝
（以下
「主水之助七番勝負
）が、十 」
、
」
月二十日から十二月八日まで（全七回）放送されている。出版界に目を移せば
ランダムハウス講談社を中心とし
剣は知っていた
東 、
、 「
」 （ 『
京新聞』昭和三一年六月十 ～翌年七月十七日）などの作品が、二十冊余りも刊行さ 柴錬の没後 十周年にふ わしいにぎわ 見せたといえる。むろん、版を新たに上梓されたのは、いずれも旧くからのファンにとって、目新しく思える作品の発掘ではなかったが、新
、
、 たな読者の獲得につながると思えば
たとえそれが大多数の目を惹き
落陽の紙価を高からしめるようなベストセラーとは無縁の、いわゆる「秘かなブーム」であったとしても、うれしいものである。
、
、 「
」
、 しかし
そうではあっても
主水之助七番勝負
の出来栄えには
首を傾げさせられること再三であ た。伊藤 刀斎の弟子同士の決闘が、享保年間に行われるというような、時代考証の杜撰さは、制作者
（２）
、
、 視聴者双方からリテラシーの失われた今日
眼を瞑るのもやむないが
作品が至って無難な時代劇に終ったのは、納得しがたい。本作品は、
、
、、
、 「
」
、 柴錬の代表的短編連作である
剣鬼
シリーズを原作としているが
もし原 をなぞるかたちで映像化したならば、決して無難なものとはなりえず、そればかりか、地上波ゴールデンで 放送に堪えるべくもない、異様な作品となったであろう。
「剣鬼」は
『週間読売』に、三期（第一期、昭和三九年八月二日 、
～翌年九月十二日
第二期、昭和四一年一月七日～十二月三十日
第
三期（
続編剣鬼
、昭和四三年一月五日～十二月二七日）に亘り連 「
」 ）
。 『
』
、 載されたシリーズである
週間読売
昭和三九年七月二六日号には
、
「
」 次週八月二日号から
いよいよ柴田錬三郎氏の時代小説
剣鬼
がはじまります。構想十年、練りに練った作者が、剣に生死をか
（３）
ける剣客たちを登場させ、みなさまの血をわかせます。さしえは光風会のベテラン御正伸氏です。ご期待ください。
という編集部からの連載予告に並び、柴錬による「作者のことば」が掲載され、ここからシリーズの創作意図が窺 る。
白刃は、凶器である。この考えは、私が、剣戟小説を書きはじ
めるときから、終始かわってはいない 白刃が凶器である以上、当然、その道をまっしぐらに進んだ兵法者の生涯が、酷薄無慚なものであったろうことは、容易に想像されるところである。
史上にのこる剣聖の陰に、かれらが、どんな剣の道をたどった
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か――そこに、作者の空想力を馳せる未開の世界がある。
剣鬼――この題そのままを描くつもりである。ご愛読を乞う。
とあり、連載開始号の表紙には、和服姿の柴錬のアップが択ばれたことから、作者と編集者の意気込みぐあいが窺える。しかし、柴錬が意気込む いうことは、各種随筆で繰り返し語られたとおり、自身の文学的テーマで る
エトンネ
人を驚かすこと
のため
メチエ
職 「
」 （
）
「
」 （
人技）をつくすこととなる。すなわち
「剣鬼」シリーズには、兵法 、
者の生涯を「酷薄無慚」に描くために、あらゆる手段が用いられているといっても過言ではない。
例えば、シリーズの一編「人斬り斑平」の主人公は、異常な出生か
ら「狗っ児」と蔑まれ
「耳朶に肉が殆どなく、しかも、先端が、鋭 、
くとがっていた」と描かれる、特異な形状の両耳を与えられている。そのために、物心ついた頃からの疎外者という、作者得意の孤独な剣
、
。 士へと
導くことを容易とするシチュエーションが成立するのである「
」
、
、 「
」 （
、 かつて
人斬り斑平
は
市川雷蔵主演で
剣鬼
三隅研次監督
昭和四十年十月十六日公開、大映）のタイトル 映画化されている。これは、耳の形など、技術上の限界から捨象された点を除き、比較的
、
、 「
」 原作に忠実であったが
同作を基としたはずの
主水之助七番勝負
第二話「人斬り斑平」は、まるで
「酷薄無慚」とはほど遠いもので
あった。放送倫理上スポイルされたであろう、犬の児として迫害されたという要素が、いかに大であっ かは 二作品を見比べれば、瞭然とするだろう
新潮文庫版『剣鬼
（平成八年五月（初版
。平成二一年二月現在最 』）
新の版は、平成二十年十月二十日（五刷
）の巻末には、近年ではお ）
決まりの「本作品中には、今日の観点からみると差別的表現ととられ
、
、 かねない箇所が散見しますが
作品自体のもつ文学性ならびに芸術性
また著者がすでに故人であるという事情に鑑み、原文どおりとしました」という文句が、編集部によって付けられている
「剣鬼」シリー 。
ズ二五編をまとめた集英社版『柴田錬三郎選集』第六巻（平成二年三月）のものは
「作品中に、身体の障害や人権にかかわる差別的な表 、
現が含まれており すが、作品成立上、不可欠と判断し、原文のまま収録しました。この点をご留意の上お読みくださ 」とニュアンスは少々異なるもの 、これも作品の「文学性」のために改変を避けた旨の断書きであることに変りはない。しかし、同じ 集英社からの出版であるが、集英社文庫版『新
剣豪小説集
梅一枝
（平成二十年 』
八月（第一刷
）における附記は、趣を異にしている。 ）
本作品には（中略）差別語や、これに関連した差別表現があり
ます。これらは差別を拡大、助長させる言葉で現在では使用すべきではありませんが、本作品が発表された時代（中略）には社会全体として、人権や差別に関する認識が浅かったため、このような語句や表現が一般的に使われており 著者も差別助長の意図は使用していないものと思われます。また、著者が故人のため、作品を改変することは 著作権上の問題があり、原文のままといたしました。
作品の「文学性」に鑑みることなく
「著作権」をクレーム躱しの盾 、
に用いる是非は、ひとまず措くとして
「著者も差別助長の意図では 、
使用していない」という推測は、安易 憶測と言い得るだろう
『新 。
編
剣豪小説集
梅一枝』には
「剣鬼」シリーズから三編を収録し 、
ているが、この短編連作 作者の差別意識を抜きにして語 ことの
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できない作品群だからである。
二
異形の剣鬼たち
まさしく、鬼というにふさわしい怪奇な面貌の持主であった。極端に突出した前額と顴骨。高い鼻梁はくの字に曲り、常人の
二倍はあろう口は、まがまがしいまでの乱杙歯であった。
これほどの怪異の面貌は、万人 一人も見当らぬ。
剣鬼
シリーズの主人公たちは
右に引いた
大峰ノ善鬼
の善鬼 「
」
、
「
」
（４）
や「人斬り斑平」の斑平のごとく、
肉体になんらかの異常を抱えた者
。
、
、 「
」 が少なくない
それが実在の人物であろうと
例えば
素浪人忠弥
の丸橋忠弥は跛
「通し矢勘左」の星野勘左衛門は吃だと設定される 、
ように、虚構のハンディキャップを与える方法を、柴錬は、時代小説作品においてしばしば試みている。先に挙げた「徳川太平記」の大岡越前守忠相は 小児麻痺とされ、剣豪作家時代初期の代表作である、「剣は知っていた
（
東京新聞』昭和三一年六月十九日～三二年七月 」『
十七日）の敵役、根岸兎角は、名前からの着想であろうか、兎口の剣
（５）
士と設定されている。第一に、眠狂四郎が背負った暗い宿業は その異相に色濃く表れており、立合った敵にも、不具の肉体の所有者が幾人も数えられた。
柴錬は
「剣豪といわれる人物は、いずれも、どこか、神経が正常 、
でないムキがうかがわれる」と
「武蔵・弁慶・狂四郎
（
サンデー 、
」『
毎日特別号』昭和三四年九月 で記しているが そういった異常な精神を、正常ではない肉体に象徴 せた好例が
「大峰ノ善鬼」となる 、
だろう。本山荻舟の「一刀流物語
（
新小説』大正十三年十一月、十 」『
二月）以来、幾度となく時代小説の素材とされてきた、下総小金原の決闘として世に知られる、一刀流の道統継承譚である。だが、神子上典膳に敗れる兄弟子・善鬼を、ここまではっきりと異形の兵法者に仕立てあげた例は
他にないのではあるまいか
例えば
中山義秀の
新 、
。
、
『
剣豪伝
（昭和三十年五月、新潮社）中の一編
「伊藤一刀斎」に登場 』、
（６）
する善鬼は、船頭あがり故に文盲だが、単純素朴な豪傑であり、風体が異常とも記されていない。
しかし
「大峰ノ善鬼」の善鬼は、鬼の如き容貌に等しい、残虐無 、
道の性情を示す。貧しい母子の内、子を斬り、母 犯して発狂させて平然たる善鬼の獰悪は、伊藤一刀斎の暗部をうつしたものだと語られる。
いわば、一刀斎は、人間として、男子として、当然、心中に起
、
、
、
、 って来る虚偽
邪悪
意馬心猿を
他人には寸毫も気どらせずに
一流兵法者としてほぼ完璧な行動を為して来たのであるが、ゆくりなくも、その醜い秘密の心の動きを、善鬼に、悉く、映されていたのである。
善鬼の醜怪きわまる姿は
「おのが一切のみにくさ、弱さ」の分身で 、
あると、一刀斎に認識される。むき出された善鬼の獣欲は、三十年間女色を断った師の虚像であるかのように、淫虐をほしいままとするのである。その善鬼を伝承どおり斬 こととなる神子上典膳は、決闘前夜に、情欲 抑え得るよう 、一刀斎 ストイックな、剣聖としての面を具現化したキャラクターとしての位置を持つ。すなわち
「大峰 、
ノ善鬼」では、伊藤一刀斎 内的葛藤が、二人の弟子 決闘に仮託して描かれているのである。
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こういった作品が、シリーズの第一編として連載（昭和三九年八月
二日～九月六日、全六回）されたわけだが、続く第二編である「刃士丹後
（九月十三日～十一月一日、全八回）は、さらなる異常者を、 」
主人公に択んでいる
「非情を旨とする忍法から、さらに、心を滅却 。
したとすれば、すでに、人には非ざる存在であったろう」とその称名の由来を説明される丹後の前身は、細川ガラシヤに見出され、小姓となる美童であった。慶長五年 石田三成の挙兵にともない、ガラシヤ夫人は、命を落すが、丹後は、関ヶ原 て、主君である細川越中守忠興の危難を救う、家中第一等の手柄を立てた。だが、丹後に男色の関係を迫り、烈しく拒絶され 過去のある忠興は、敵中で落馬して転げ回る無様な姿を目撃した丹後を憎み 恩賞とし 、宝山谷という「その名称とは全く逆の、この世の地獄」を、知行とし 与える。所領に赴いた丹後は、雪をあざむ 美しい膚を持った村長の娘 さちを娶る
、
、
が、そ 初夜に発した「わしは、ここがどんな里 あ か――明日になれば、村人が全部蛇に変っていても か、かまわぬ！」 いう欲動
、
、
。 の叫びをはるかに凌駕する
いまわしき事実を
宝山谷は秘めていた
宝山谷は、癩者の里だったのである。加之 里 侍たちは、一人残らず忍びの術を修練し、諸国へ派遣され た。 た って 里を捨てた者は、いかなる場所までも討手を差しむけられ 殺害さ るおきてが存在していた。ここから 丹後の遁走と復讐のストーリーが開始されるのだが、最終的に丹後自身を 異形の者へと変貌させることにつながる
「この世の生地獄」としての癩者の里とは、いかなる理由 、
のもとに選択されたシチュエーションな ろうか。
癩病――、菌の繁殖により、外見を著しく損うことから、長い被差
別の歴史を有つこの病名は、現在で 忌避され、ハンセン病 呼称さ
（７）
れている難病である。感染力は弱いものの、伝染病であるために、特効薬であるプロミンが、昭和二五年十二月に政府予算の計上によって普及するまで、隔離、強制収容、断種等、さまざまな弾圧が、罹患者
、
、
。 に浴びせられた経緯から
差別の傷痕は
今日でも深く刻まれている
癩をあつかった大衆文学作品で、第一に想起されるのが、国枝史郎
「
」 （ 『
』
）
。 神州纐纈城
苦楽
大正十四年一月～大正十五年十月
であろう
（８）
本作のキーマンとなる「仮面の城主」 甲府城下にもたらす が、
「
」
。
、 触れる者の命を奪う
奔馬性癩患
という架空の病である
世界唯一
仮面の城主のみが保菌者であ 故に
「神聖な病」とされる奔馬性癩 、
患は、城主の故郷に対する「祝福」として、甲府中を混乱に陥れるのである。それは
「
さわるな」の病気」であり、肉親間の愛情を逆手 、「
にとるかのように、皮膚接触により、次々 患者を殖やしていく。病に罹った者は、瞬く間に皮膚 紫斑を生じ、毛髪が脱落し、首筋に発生した水腫から「神聖な液」をしたたらせるようにな 。獅子顔を現じ、小指を落した第一の被害者である花嫁は
「恋婿を棄てなければ 、
ならなかっ 。家を棄てなけ ばならなかった。乞食にならなければならなかった」と語られるように、歴史上の癩者たちが辿った、悲惨な運命に追い落される。実在の癩病に対する恐怖を極度に誇張して創
、
。
、
、 出されたのが
奔馬性癩患なのである
だが
作中に登場する医師が
「癩患は醜くなる。そこで人が酷く嫌う。で 癩患は恐れるのだ。固い信念さえ持っていたら 癩 な ところで恐ろしくはない」と述べるように、癩者に対する憐憫も、一方 は表白さ ており、バセドー氏病を患った作者による、病者への同胞意識が 底流 存在してることを確認できるだろう。
、
、
。 史上の剣豪で
癩を患ったとされるのが
神道流の諸岡一羽である
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剣豪小説の典拠史料として用いられる『武術叢書
（吉丸一昌校訂、 』
（９）
、
）
、 『
』 （
、 大正四年五月
国書刊行会
に収録された
撃剣叢談
源徳修確斎
天保十四年成立）には
「家直（引用者注、飯篠長威斎）の弟子に、 、
諸岡一羽と云ふ上手有り。常州江戸
崎に住す。後癩病にて死したり」
とある。一羽の看病に倦み、出奔した弟子、根岸兎角および、師の最期を看取った岩間小熊と土子泥之助（土呂助とも表記する）の、三人の弟子をめぐるエピソードは
『本朝武芸小伝
（日夏弥助繁高、正徳 、』
四年成立
『武術叢書』に収録）にも詳しく、多くの書き手によって 、
小説化され、柴錬も
「剣は知っていた」で、サブストーリーとして 、
用いている。史料によって細部に差異があるものの、忘恩の兎角を、小熊が追って討つ流れは同一である。これは、病死した師に対する報恩譚であり、病者への献身を讃美する思想が根幹に存在する説話といえるだろう。
この他、光明皇后や忍性らによる「救癩説話」も数多く伝承され、
結果として禍根を残したもの 、一連の隔離政策も、癩病者の救済事業に他ならなかったはずである。しかし、そういった慈悲心
「刃 、
士丹後」には、みじんも存在していない。宝山谷からの脱出を決意した丹後は、里の忍者を対手に闘 を挑む 伏敵 誤認し、妻 さちを
、
、
斬った不覚から錯乱した丹後は、片端から里人の殺戮を始める。
次の瞬間には、かたわらの桧戸を蹴倒して、薄暗い座敷へ、躍
り込んでいた。
数人の女たちが、肩を寄せあっていて、一斉に悲鳴をあげた。「うぬらも、癩かっ！」丹後は、行き過ぎがてに、「崩れぬ ちに、死ねっ！」
と、一閃をあびせて、その一人を血煙りをあげさせた。一転するや、武者隠しとおぼしい小襖へ、衂れた白刃を、まっ
すぐに突き入れた。
、
、
。 呻きをたてて
泳ぎ出たのは
まだ十歳ばかりの少年であった
女を斬り、少年を殺した丹後は、もはや、見境もない野獣にひ
としかった。
虚無の男として性格造形された眠狂四郎でさえ、シリーズ最終作「眠
」 （ 『
』
） 狂四郎異端状
週刊新潮
昭和四九年四月十一日～十二月二六日
（１０）
では
「生れてはじめて、十二三歳の少年を、斬り殺して来た」と呟 、
き
「この無想正宗は、まぎれもない凶剣だが、未だ曽て、元服前の 、
少年の血汐を吸わせたことはなかった。……襲撃したのはこちらでは
、
、
」
、 なく少年の方であった
という弁解で
忘れすてることはできぬ
と
黯然として嘆いている。柴錬の作品世界では、特権的に守護されるはずの少年を、平然と斬りすてる非情は、凄惨美を魅力の一つとする剣
（１１）
豪小説であっても、異常なように思える。当然あり得べき慈悲なり憐憫なりの人情の一切が
「刃士丹後」から抜け落ちている理由は、柴 、
錬の故郷に目を移すことで、見えてくるように思われる。
三
故郷と小島
剣豪作家時代以前の柴錬が、自身の故郷について記したエッセイ、
「故郷のメルヘン
（
旅』昭和二七年十一月）では、徳平という少年 」『
との交流が回想されている
「たしか、大学二年の春」もしくは
「十 。、
五年前の話」とあるから、昭和一二～十三年のこととなるだろ 。こ
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の少年は、
貧乏で低能児であるということだけで、たいがい同輩から、軽蔑されるが、徳平の不運は、それよりも、彼の家が、なりま筋とい
、
、、、
。
、
、
、 う烙印をおされていたことであった
そのために
徳平は
常に
仲間はず にされていた
（傍点引用者） 。
という。癩を発した父が
「長島」へ行ったために、大阪へ旅立つ徳 、
平と
「孤独癖のニヒリスト」の大学生であった作者との別れが、掌 、
編小説風の筆致でつづられている。
澤辺成徳は、徳平少年をモデルとした文壇的処女作である「十円紙
幣
（
三田文学』昭和十三年六月）につづく第二作であり、やはり同 」『
「
」 （
、 『
』 少年をモデルとした
火焔の中の少年
雑誌未掲載
静かなる悲劇
（
、
）
）
、
。 昭和二一年八月
前田出版社
所収
を
癩と関連づけて論じている
（１２）
澤辺は、柴錬の故郷、岡山県邑久郡鶴山村鶴海の目と鼻の先に、癩病の国立療養所、愛生園を有する長島があることに着目し 文学的出発期における柴錬が、癩をモチーフとして択んだ理由としている。たしかに、後年「図々しい奴
（
週刊明星』昭和三五年一月十日～翌年六 」『
月二五日） 主人公、戸田切人のモデル なる徳平少年の、柴錬作品における位置は重要であり、剣豪作家となった後に発表され 「紙の飛行機
（
文学界』昭和三二年三月）でも、癩に冒された父を持つ彼 」『
との関係が描かれる。しかし、徳平へのシンパシーをこれらから読み取ることは可能であっても、生地獄として 者の里を設定する意識とは、相反するように思え
「紙の飛行機」に「Ｎ島行きとは、三里ばかりはなれた島に設けら
れた癩療養所入りを意味していた」とあるように 徳平少年 のエピ
、
「
」
、
「
」 ソードにおける長島は
癩病患者が
行く
地であり
あくまで
私
の視点は、本土側に置かれている。直線距離は近くとも、鶴海南方の山と海に遮断された小島は、異界として外部から眺められるばかりであった。後年「刃士丹後」を導くこととなる発想の萌芽は、自身の体験をつづった私小説色の強い作品よりも、完全なフィクション して創作された小説に求めるべきであろう。
「
」
、
『
』 （
、 生きものの夜
は
作品集
生きものの夜
昭和二三年十二月
真光社）に収められたが、これまで初出が明らかとされ いな ったために、同単行本を底本 した集英社版『柴田錬三郎選集』第十五巻（平成二年五月）では、戦後 作品として認識され、掲載順も後方である
しかし
本作を確認できる最も旧いものは
新進小説選集
昭 。
、
、 『
』 （
和十五年十一月、赤塚書房）であり、柴錬にとって作家的出発間もない時期に創作された、ごく初期に属する作品だった である。本アンソロジーは、他に青山光二や北條誠らが執筆しており
「生きものゝ 、
夜」は最後に掲載されている。これが書下ろしであったか否かは定かではないが、柴錬の長島の原初的な
イメージを確認する上で、最も適
当な作品に相違ない。
本作品は、癩島であるＮ島の療養所「更生園」に送られた患者、来
る前は貧農 あり、癩病で醜く顔が崩 末に死んだ祖父、癩の徴候があらわれたために首を縊った父を持つ
「癩病筋」の男、波多野和 、
次を主人公とする。和次は、本土 残してきた家族恋しさに、岡田いう不良患者にそそのかされ 脱走しようとする。しかし、結果的に和次は、船をこげない岡田の、対岸への運搬役となっ 上 約束した五十円の謝礼すらも、狡猾な相手によって、無効 されて まう。金への未練から 逃げた岡田を追った和次が見たの 癩 よる麻痺のために、知らぬ間に重傷を負った絶望から、縊死した岡田の姿であっ
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た。死体から金を抜き、家族の待つ村へと走る和次の姿で、作品は閉じられている。
「生きものゝ夜」において、岡田は、本土を「娑婆」と呼び、Ｎ島
行きを「島流し」と表現する
「この美しい海面は、しかしこの島の 。
人々にとっては再び渡 べからざる無限の距離がよこたわり、ここを獄所とすればはるかの砂丘の松林は再び帰ることの出来ない浮世であった」とあるように、実際は外側 眺めた島 内側へと、作者は視点をスライドさせてい が、湾は、厳然として異界と浮世を隔絶するものとして存在している。そして、小島は
「怪物と云って差閊えな 、
い生きもの」が棲まう
「あり得べからざるのろわしい現実が、この 、
島では厳然 」と描かれ
「剣鬼」で意図した「酷 、
薄無慚」という言葉を彷彿させる世界なのであ
らい予防法の公布により、患者の強制隔離政策が実行されたのは、
昭和六年四月以降である。癩に対 、決定的 治療法を有しなかった当時の、患者の隔離先となった長島に対す 一般的な認識は、柴錬の
。 「
」
、 ものとはいささか異なるようだ
故郷のメルヘン
における長島は
「
小島の春」で有名な」と冠せられている。長島愛生園の女医、小 「
川正子の、献身的な救癩事業（主に啓蒙活動）への参加の記録
『小 、
島の春』が長崎書店から出版されたのは、昭和十三年十一月のことであった。高知、徳島、岡山などを歴訪し、講演や集団検診を行い、患者を長 愛生園へ収容する活動に従 し 小川のルポルタージュは、三十万部を売るベストセラーとなり、昭和十五年七月末には、豊田四郎監督、八十保太郎脚色 夏川静江主演、東京発声制作、東宝映画提供で映画化作品が公開された
『キネマ旬報』昭和十五年一月二一日 。
号に掲載された映画広告には
「愛と誠実の生きた記録！／東京発声 、
の野心異色篇！」の惹句とともに
「おもへ人
はなれ小島の山蔭に 、
／癩女がひとり
する雛祭りを」と小川の短歌が記され、映画の意図
を端的に示している。小川の活動は、〝美談〟として受容されたが故に、戦時中においても増刷が望まれるほどのセールスを記録したわけ
（１３）
である。
映画版「小島の春」は未見だが
『キネマ旬報』昭和十五年八月一 、
日号で、内田岐三雄、水町青磁、滋野辰彦、清水千代太の四名により行われた、本作の合評がある。清水が
「癩が多数居るといふことは 、
国辱であるから、それ 少くしようと ふことに努力して居る一人の医者の業績を映画として発表するといふのは、これは矢張り一つ 立派な試みであらうといふことは云へる」と発言するように、広告の惹句の通り「愛と誠実の生きた記録」た べく、小川をモデルとす 女医を「エンゼル
（清水の発言より）ばりに徹底的な美化のもと、制 」
。
、 『
』
、 作された作品だったようである
このように
小島の春
刊行以降
長島は、美談 舞台として、美化される対象に他ならなかった。
しかし、合評において内田は、原作に対し、批判的な発言を行って
いる。
文芸価値からいへば原著はゼロだと見ていゝと思ふ。著者小川正子の一種の殉教者気取りになりあがつて居る不愉快さが、先づ、僕には堪へられなかつた。この原作は救癩事業、この世を浄くする尊い天職に身を捧げた人々の努力といふものを感じさせるよりも先づ、小川正子の自己だけに限つた周囲を無視したとも思へるやうな主観的な日記になつてゐる。僕は前に殉教者気取りの思ひ上りといつたが、或ひは寧ろ世間知らず、もの知らずから自分だけが非常に立派なことをして居るの と解すべきかも知れない。
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又文章の拙劣なことは読むに堪へない。
内田の辛辣な弁は、少々うがった見方に思えるが
「小島の春」が前 、
面に押し出す（多分にバイアスのかかった）ヒューマニズムに、拒絶反応を示す受容者も、同時代に於いて存在していたことは、当然であ
。
、 「
、 ろう
水町は
われわれが癩に対してそれほど直接知つてゐないし
周囲にも見たこともないしね。さういふ人と口をきいたこともない」と発言しているが
『小島の春』の舞台にほど近い故郷を持ち、癩病 、
、
、 に対し知識のある柴錬の
独善的ヒューマニズムに対する拒絶反応が
さらに激烈なものであったろうことは 想像に難くない。
『小島の春』において長島は
「病気の人が千二百人も居て一つの 、
村を作つて（中略）皆何の気兼ねもなしに芝居や活動も見たり、浪花節も聞いたりして元気で病気の治療を る事が出来る」理想的 医療空間として語られる。そういう療院へ誘い
「人に隠れ世に背いて、 、
療養所の在る所も知 ず、今もなほ救ひなき日を、人知れず泣き続けて居る」病者を救う事業に、小川は情熱を燃やしたわけだが 柴錬の立場は、彼女が歴訪した地域の住人側であり、いわば〝狩られる〟人間の同胞であった。
「
」
、 「
」 生きものゝ夜
で和次の父が縊死したのは
和次が十七歳の春
であり、国 更生園が「隣村の沖にあるＮ島に数年前創設された」とあることから、少なくともモデルである長島愛生園が設立され 昭和五年以前である。和次一家は
「癩病筋」の烙印を捺され
「彼ら一家 、、
に娘をやろう いう家が一軒もある筈」はない境遇であったが、療養
、
（
）
、 所が開かれる以前であれば
祖父や父
それが自殺であれ
のように
村内部での死を迎えることができた。しかし、和次の代――『小島の春』の出版された時期と符合する――となり
「せっかく設備の立派 、
な国立の療養所が四里たらずの近所にあるのに、村で癩者をすてておくわけには、体面上からもまた癩者自身の為にも、いけない」という口実が獲得され、以前のような村内部での差別を上回る、村からの排除が可能と った である。そして、行先が
「のろわしい現実」の 、
存在する、再び帰ることの叶わぬ島 のである。よって、作品の結末で和次が
「大金を握った強み」から、村をも捨てようと決断するの 、
は、おのれを排除した村社会へ 復讐のみならず、国家的な隔離政策に対する反逆をも意味し、その足どりに表れた「ひとかど 悪党らしい様子」に ける「悪」とは、単なる窃盗の罪にとどまらない。
柴錬の処女作「十円紙幣」が、戦後出版された『生きものの夜』に
収録された際
「書かでもの記」が附せられた。ここでは、処女作以 、
降抱きつづけた「文学的決意」について語られており、その「ふてぶてしい肚」があっ からこそ
「戦争を拒否し、くぐり抜けて来た」 、
と述べられる
「十円紙幣」では、先に挙げた徳平少年に、十円紙幣 。
を呉れるかわりに糞を舐めさせるという あくどい人権蹂躙」が描れたが、金銭を武器として倫理や美徳への反逆が描かれた点 初期作品としての「生きものゝ夜」と共通するモチーフだろう。
「悪」を為すための武器となる大金は、異界への往還により獲得さ
れたものであり
「刃士丹後」において丹後が宝山谷への襲撃を繰り 、
、
。 かえし
敵の忍法に対抗する能力を体得していった経緯と重ねられる
それが「生きものゝ夜」における社会からの逃散という迂遠な復讐ではなく、直接的殺戮となっ 表れるのは、丹後が獲得したものが、文
。
、 字通りの殺人技術だったからである
癩を扱った作品で描かれたのは
既成モラルに対する反逆という意味で一貫 ており、四半世紀近くを経てなお、柴錬にとっての癩者の里（島）は、異形 集団の棲まう異
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界に他ならなかった。その地に在ってなお絶世の美貌を誇る、聖女然としたさちを惨殺する丹後の行為は
「エンゼル」としての小川正子 、
、
、
に対する、柴錬の決別を意味するのである。
四
陰惨な立川文庫
「刃士丹後」のストーリーは、細川忠興に対する復讐劇である前半
と、それを果した丹後が、真田幸村の配下として大坂役に参加し、陣没するまでの後半に分けられ 。一見すると前後半 間に、少々の飛躍があり ともすれば木に竹を接いだような印象を受けかねないが、それをつなぎとめる要素の一つとして 若き日 柴錬が愛読した芥川龍之介の、切支丹もの 趣向が、その首尾 取り入れられ、外縁を
（１４）
していること 指摘でき 。
馬市の蝿追いの美童として登場する丹後を、武士に取り立てる人物
に細川ガラシヤを配置したのは、同じくガラシヤ夫人を扱った、芥川の「糸女覚え書
（
中央公論』大正十三年一月）が想い起される。た 」『
しかに、関ヶ原の合戦 背景とした時代ものの作品であ ば 細川ガラシヤ 非業の死は、取り まれて然るべきエピソードの一つではある。しかし
「刃士丹後」においては、そのラストシーンとして、曝 、
された裸身に浮いた「天刑病特有の無気味な斑紋」から、丹後が癩病に感染していた事実が暴かれる。こういった、いわゆ 読者に背負い投げを喰わせるような結末は
「焦げ破れた衣のひまから、清らかな 、
二つの乳房が、玉のやうに露れ」たことにより
「ろおれんぞ」の潔 、
、 「
」 （ 『
』
） 白が証明される芥川作品
奉教人の死
三田文学
大正七年九月
を下敷としたものと断定して差支えないだろう。ここから振返れば、細川ガラシヤの死が作品の初期に描かれ、その原因となった夫である細川忠興の嫉妬心が
「糸女覚え書」にある「おん焼餅」にオーバー 、
ラップしたとしても無理はない
「刃士丹後」の作品中で、ときおり 。
思い出したかのように、丹後の所有物として、胸に下げた「青銅の聖母まりあ像」が示され、宝山谷から脱出した彼を救う人物として、敬虔な隠れ切支丹門徒 猟師が現れることから、芥川の切支丹も が、絶えず作者の脳裡に揺曳していたことがうかがえるだろう。
だが、ファクターとして切支丹の教義が
「刃士丹後」に深く影響 、
しているとは考えづらく、芥川作品に見ら ような救済とは まったく無縁である
「酷薄無慚」な剣鬼の末路に、救済が用意されてい 。
るはずがない。だからこそ
「奉教人の死」で曝された乳房の、珠玉 、
のごとき清浄さを裏返し、丹後の病んだ皮膚に「天刑病特有の無気味な斑紋」という、癩病、業病にも増して禍々しい形容が選択されることとなったのである。
その無慚な結末に至る過程で 丹後の性格に変質が見られる。細川
忠興への復讐を遂げるまで
「孤単者のどす黒い人間不信の念」を剣 、
に罩め、宝山谷に斬込む丹後は、脱出時に「野獣にひとし った」と語られたのと変らず、妄執の鬼とも暴虎とも喩えられ、
のろわれた癩者の里へ、鬼畜となって、襲いかかり、斬り、犯
し、火を放ち、そして、嘲笑をのこす丹後は、いつか、おのれ自身が人間であるという意識をもすてていたようである。
と、まさしく人非人の所行を反 する
「狂暴な猛気」を矯めること 、
を知らぬ人物として描かれている。しかし
「大願成就」した後、後 、
藤又兵衛の麾下に属した丹後は、又兵衛から「こ 男は 人間の情愛
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を、すてて居るらしい」と、相変わらず非人間的に見られるものの、「必要以外は、一切口をきかず、幾刻でも黙然として微動だにせずにいられる男」となっている。忠興への報復後
「徹底した孤独癖」が 、
丹後の 第二の天性」となるが、過剰にパセティックな性情が、姦淫
、
、 と殺戮の果てに消え去る流れは
柴錬の産んだ最大のヒーローである
眠狂四郎の辿った道程と同一のものと える。
「眠狂四郎無頼控
（
週刊新潮』昭三一年五月八日～三三年三月三 」『
一日。以下
「無頼控
）の終盤、第九八話「からくり門」には
「無 、
」
、
頼の振舞いにも、お ずからお れ流に秩序をもったものに ってい
。
、
、
、 た
虚しさの奥には
いつの間にか
狂気をささえ止める節度が生れ
死地に入った瞬間さえも、生命の均衡を忘れはしなかった 狂四郎の回想が見られる
「徹底的な悪党にするほぞを決めて、書きはじ 。
、
、
めた
（
悪党の目を見よ
（
中央公論』昭和四九年九月
）はずの狂 」「
」『
）
四郎の独行道の果てに、虚無 よる安定境が存在していた いう変格
（１５）
成長小説としての側面が
「刃士丹後」にも見られる。心を捨て去っ 、
た〝刃士〟丹後が、従来より大坂役における〝善玉〟と 認識されてきた
真田幸村の配下となるのは
〝悪党〟であった狂四郎が
無 、
、
、 「
頼控」最終話「何処へ」で
「生涯只一度び、天下の為に」〝正義〟 、
の剣を振るう流れを援用して 構成され 物語であ が故の現象であろう。
、 「
」
、
。 それにしても
刃士丹後
は
時代考証に隙の多い作品といえる
丹後が細川忠興に報復するため、九州小倉を目指すのは、宝山谷を脱出してから五年後となる
だが
寛政重修諸家譜
に
忠興は
引 。
、 『
』
、
、 「 （
（１６）
用者注、慶長五年）十一月二日丹後国をあらためて、豊前 国をよび豊後国のうち国東郡をそへられ、同国速見郡 うち 旧領をあはせ
三十九万九千石余を賜ひ、豊前国仲津城に住す」と見られるとおり、史実では、細川家の国替えは 関ヶ原合戦直後に行われている
「刃 。
士丹後」では、それが伏せられており、丹後がなぜ、復讐の対象の第一に忠興を択ばず、丹後国にあろうと推測される宝山谷に執着し続けたか、不可解にすら感じられる
「剣鬼」シリーズには、こういった 。
不行届が散見され、たとえば、講談でお馴染みな 荒木又右衛門による伊賀上野鈎屋の辻の仇討の 敵役である桜井半兵衛を描いた作品、
霞の半兵衛
では
寛永二年
一六二五
生のはずの柳生連也斎厳包 「
」
、
（
）
（１７）
が、元和年間（一六一五～一六二四）に 三四歳となっている。
、
、 こうした
重箱の隅をつつくような指摘が野暮の骨頂であることは
宝山谷への道行文が示している。
丹後は、四つの山を越えた。三つめの山で、脚を折った馬をすてた。払暁、 めの山の頂上に立った。
このように挙げられた数字は、具体性によるリアリティ 保証を目的としない
寓話的な語りといえよう
宝山谷は
丹後のいうとおり
夜 、
。
、
「
伽噺に出て来る世界
、すなわち異界なのである。そこから遁走した 」
丹後に、剣の奥義を授ける「白雲斎と号する老人」
「刃士丹後」 、
（１８）
のストーリーに通底するものを、端的に表 存在なのであ
白雲斎は
「その頭髪や目の色が、この国の人間ではないことを示 、
していた。体躯も 六尺を越える巨漢であった」ために、隠れ切支門徒の信仰 対象となっている。だが、初出時、御正伸によって描かれた挿絵は、本文の描写とは、いささかの相違がある。白髪白髯の老
（
）
、 師
塚原卜伝の典型的なイメージを想像すれば間違いないだろう
が
炉辺に端座し、傍らに黒装束の忍者が斃れている。御正の画風が 頭
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身が低くディフォルメされたものであることを差し引いても、描かれた白雲斎を外国人として認識するこ
とは難しい。この構図が、いわゆ
る「絵組み」によって為されたものかどうかは定かでないが、はから
（１９）
ずも「刃士丹後」の性格を示す図として、最適なもの なっている。つまり、本作品は、もうひとつの「猿飛佐助」の物語なの ある。
立川文庫第四十編『真田三勇士忍術名人
猿飛佐助
（雪花山人、 』
（２０）
大正二年一月 立川文明堂）で、
大体此の頃合忍術と云へば、日本に於ては戸沢白雲斎の右に出るものなく、其の極意を極めた人であつたが、生涯弟子を取らなかつた為め、門人は沢山ない、夫れゆへ日本武術の聖と呼ばれた塚原小太郎勝義、亀井流槍術の元祖亀井新十郎、まつた石川五右衛門等も、皆此 白雲斎の一子戸沢山城守の門人であつて、何れも忍術の奥義に達しては居たが、猿飛佐助ほどの腕前はなかつたのであつた（後略）
と語られて以来、猿飛佐助の師匠は、戸沢白雲斎なのである。五味康
、
、、
祐の「猿飛佐助の死
（
面白倶楽部』昭和二九年九月）でも、佐助の 」『
（２１）
、 「
、 師を神沢月雲斎と命名するにあたり
巷説に戸沢白雲斎というのは
この人であろう」とわざわざ注記されるほどであった。柴錬が猿飛佐助を描いた作品には、代表作の一つである「柴錬立川文庫
（
オール 」『
讀物』昭和三七年一月～翌年十二月）があり、佐助の師は、通例のように戸沢白雲斎とされている。ここで猿飛佐助は、 の長編小説の脇役に使われる忍者（盗賊であることも多い）を連想させるような、背に瘤を負った矮小 忍者として描かれる。した って 白雲斎を師に持つ異形の者が、大坂役におい 、真田幸村 股肱として闘うという物語の枠組が、自作「柴錬立川文庫」に基いていることは、もはや
明らかであろう。それ故に、旧作で見られた突飛な剣戟描写――第一話では、スキーのジャンプ競技のように、足に履いた槍で敵を突く――を引きずることとなり
「刃士丹後」の結末で描かれる殺陣が、忍 、
者よりも迅く跳躍する等身の人形が相手という
「剣鬼」シリーズ随 、
一の、荒唐無稽なものへエスカレートした であろう。立川文庫的世界観と
カリカチュアライズされた御正伸の挿絵を伴って描かれた
刃 、
「
士丹後」 背後には、リアリズムへの一貫した拒絶反応が存在してるのは、述べるまでもあるまい。
ただし
「柴錬立川文庫」の猿飛佐助は、徳川家康に豊臣秀頼の首 、
級を送 使者として、大坂役を生きのびるが、丹後は、百余 忍者殺到する中で、おのれの首を刎ねて仆れ という、壮烈な最期を迎え
。
、
、 る
これは
芥川流の趣向によって物語を閉じる布石に紛れもないが
主人公の死を「酷薄無慚」なも とすべく かつての自作を下敷とて与えられた、癩にまつわる反ヒューマニズムの要素、眠狂四郎と同
、
、
、 じく悪を極めた者が
最終的に正義と結びつく展開
これらすべてが
。
「
」 猿飛佐助の物語のレールによって統御されている
いわば
刃士丹後
は、〝陰惨な立川文庫〟なのである。
注
（１
「徳川太平記」は、徳川吉宗から、その落胤である天一坊への主役交代に）際し
「男は度胸
（昭和三九年三月十六日～十二月二八日）から「天下の 、」
勝負
（昭和四十年一月四日～十月十一日）に、附された副題が変更されて 」
いる。
（２）柴錬による剣豪小説の処女作である「一の太刀
（
小説公園』昭和三一年 」『
六月）以降、典拠資料として活用された、堀正平『大日本剣道史
（昭和九 』
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年五月、剣道書刊行会）では、伊藤一刀斎景久は
「
引用者注、皇紀）二 、（
二五一年
八月七日五十余歳頃剣を捨て仏道に入る」とされているよう
十天
九正
に、戦国時代末期の伝説的剣豪であり 弟子の小野次郎右衛門忠明は、徳川家 仕え、慶長五年 上田合戦で功名があった。享保は、それから一世紀以上も後である。
（３）柴錬が剣豪作家と認識されたのは
「眠狂四郎無頼控」がブームとなる昭 、
和三一年からであるが、これは八 前である。しかし、拙稿「柴田錬三「武蔵・弁慶・狂四郎」論―典拠のコラージュ―
（
千葉大学人文社会科 」『
学研究』第
号、平成十九年九月）で論じたとおり、直木三十五の剣豪も15
の随筆を読んだと推定される時期 昭和三十 以前であるため、あながち誇張とはいえないこととなる。
（４
「主水之助七番勝負」では、三田村邦彦が演じていたが、怪物じみた容貌）は、無論のこと再現されて ない。
（５）後述する諸岡一羽の弟子である。（６
「伊藤一刀斎」は
『小説新潮』に昭和三十年一月から四月にかけ
「活人
）
、
、
剣
「寒夜の霜
「風薫る」の題で連載された短編を、所収の際にまとめた
」
」
ものである。
（７）以下、ハンセン病に関しては、山本俊一『増補
日本らい史
（平成九年 』
十二月、東京大学出版会）および、武田徹『
隔離」という病
近代日本の 「
医療空間
（平成十七年二月、中公文庫）を参照した。 』
（８）引用は、講談社大衆文学館版（平成七年三月）に拠る。（９
『武術叢書』収録史料の成立年代は、武道書刊行会編『増補版
新編
武
）術叢書
（平成七年七月、新人物往来社）の加藤寛の解説を参照し、テキ 』
（全）
ストの引用も同書に拠った。なお、剣豪小説の典拠史料としての 武術叢書』の性格に関しては、拙稿「五味康祐「喪神」から坂口安吾「女剣士」
へ――剣豪小説黎明期の典拠と方法――
（
日本近代文学』第
集、平成 」『78
二十年五月）で、すでに論じた。
（
）引用は、新潮文庫版（昭和五七年七月）に拠る。10
（
「孤剣は折れず
（
東京新聞』昭和三三年九月十七日～翌年八月十七日）
）
」『
11
「
」 （ 『
』
）
や
度胸時代
サンデー毎日
昭和四二年一月十六日～翌年四月二八日
など、中心人物として少年が登場する作品は多いが、無残に虐殺されることは い。
（
『無頼の河は清冽なり
柴田錬三郎伝
（平成四年十一月、集英社）参照。
）
』
12ただし、澤辺が癩をモチーフ た作品の系譜に連ねている「美しい日本の少年
（初出誌未詳
『皇后狂笑
（昭和三十年十一月、同光社）に「東方 」
、
』
美童図」の題で所収）は、梅毒を題材としたものである。
（
）昭和二二年十一月に、新教出版社より改版再刷された『 島の春』巻末に13付された、長崎次郎による「発行者のことば」から。戦前の柴錬の批評に
文学の勝利と敗北――魯迅と芥川龍之介――
三
（
）
、 「
」 （ 『
14田文学』昭和十七年四月）がある。なお、芥川のテキストの引用は、筑摩書房版『芥川龍之介全集』第一巻（昭和四六年三月 および第三巻（昭和四六年五月）に拠る。
（
）眠狂四郎の性格変化に関しては、拙稿「眠狂四郎・性格 変遷―無頼から15虚無へ―
（
千葉大学日本文化論叢』第９号、平成二十年七月）で、すで 」『
に論じた。
（
）引用は、続群書類従完成会の新訂版（ 三九 二月～四二年八月）に拠16る。
（
）柳生連也斎の生年は、今村嘉雄編
史料
柳生新陰流（上
（平成七年 ） 』
17
改訂
四月、新人物往来社）に収録されている 連也翁一代記
全
（飯沼守儀、 』
）
、 「
、
」
。
弘化三年成立
に
柳連也師ハ
寛永二丑年之誕生ニテ
と示されている
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（
）白雲斎によって、丹後が右腕の握力を失うのは、字面の似る、丹下左膳か18ら発想したお遊びだろう。
（
「挿絵について
（
どうでもいい事ばかり
（昭和四九年三月、集英社）所
）
」『
』
19収）には、原稿が遅れた場合
「小説よりも、挿絵の方をさきに書いてもら 、
ママ
う」とある。
（
）引用は
『復刻
立川文庫傑作選
猿飛佐助
（昭和四九年九月、講談社） 、』
20に拠る。なお、立川文庫の書誌情報に関しては、畠山兆子「
立川文庫」基 「
礎研究
（
梅花児童文学』第
号、平成十六年六月）を参照した。 」『12
（
）引用は、新潮文庫版『秘剣・柳生連也
（昭和三三年八月）に拠る。 』
21
付記
柴田錬三郎のテキストの引用は
「刃士丹後」は初出時のものに、他の作 、
品は、集英社版『柴田錬三郎選集』全十八巻（平成元年三月～二年八月、本選集は新漢字新仮名遣いで統一されている）に、選集未収録のものは、特に注記したものを除き、初出時のものに拠った。引用にあたっては、字体を通行のものに改め、適宜ルビを省略した。
